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ふるさとと共に歩む 喜多方を愛する人が集う

　みなさま、今年の会津喜多方会の総会・懇親会は、11月1日（土）11時半より、上野・
東天紅で開催します。今年は本当に長く暑い夏でしたが、お元気でお過ごしでしょうか。秋の
一日を懐かしいお仲間と集まりましょう。喜多方ではレトロ横丁もますます盛んで20年目を
迎えるなど、相変わらず話題は豊富です。祭囃子盆踊り保存会の名手たちが腕を振るって
演奏する会津磐梯山庄助踊りも御一緒にどうぞ。みなさま、ふるってご参加ください。
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11月１日 皆さんで楽しく

令和7年度 会津喜多方会総会
11 月 1日（土）上野・東天紅で開催

喜多方市

写真は今年のレトロ横丁。上は会津喜多方商工会議所、下は喜多方市広報広聴係の提供です



①
11
月
１
日（
土
）会
津
喜
多
方

会
総
会・懇
親
会
を
東
天
紅

上
野
店
に
て
開
催
し
ま
す
。 

②
喜
多
方
夏
祭
り
へ
の
協
賛
を

行
い
ま
す
。

③
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
首

都
圏
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
す
。

④
喜
多
方
商
工
会
議
所
扱
い
の

喜
多
方
地
酒
販
売
へ
の
協
力

を
し
ま
す
。

⑤
喜
多
方
市
及
び
関
係
機
関・

在
京
ふ
る
さ
と
会
や
同
窓
会

な
ど
の
団
体
と
連
携
協
力
交

流
を
は
か
り
ま
す
。

ご挨拶ご挨拶

◆日　時　令和7年11月1日（土） 受付開始11時 　総会11時半 懇親会12時15分～15時　
◆会　場　東天紅上野本店 台東区池之端1-4-1　03-3828-5111
◆交　通　JR上野駅、メトロ日比谷線上野駅 不忍口より徒歩10分　メトロ千代田線湯島駅より徒歩3分
◆会　費　10,000円　年会費2,000円

令和7年度 会津喜多方会総会

●問い合わせ　事務局（伊関宏幹事長宅）
　携帯080-5178-4191  Tel/Fax048-433-6869  E-mail Hiroshi.iseki51@gmail.com

　
会
津
喜
多
方
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
故
郷
・
喜
多
方
へ
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
１
月
に
は
度
重

な
る
寒
波
に
よ
り
記
録
的
な
豪

雪
と
な
り
、
昭
和
38
年
豪
雪
以

来
の
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受

け
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、市
で

は
、雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

除
雪
作
業
や
倒
壊
農
業
用
ハ
ウ

ス
へ
の
支
援
な
ど
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
記
録
的

な
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

市
の
夏
を
彩
る
第
19
回
喜
多
方

レ
ト
ロ
横
丁
は
じ
め
、
第
38
回

二
市
一
ケ
村
日
橋
川
「
川
の
祭

典
」、第
58
回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方

夏
ま
つ
り
は
、
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
な
迫
力
に
満
ち
た
力

強
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く

の
感
動
や
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
来
年
４
月
か
ら
は

福
島
県
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
も
多
く
の
観
光
客
の
皆
様

を
お
迎
え
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
さ
ま
が
遠
く
離
れ
た
地
に

い
て
も
、
い
つ
ま
で
も
喜
多
方

を
思
い
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
で
す
。ど
う
か
、今
後

も
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
津

喜
多
方
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
西
岸
良
平
の
漫
画
「
三
丁
目

の
夕
日
」に
あ
や
か
り
、
今
年
７

月
14
日
に
古
書
店
「
二
丁
目
の

夕
陽
」
が
レ
ト
ロ
横
丁
商
店
街

中
心
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
知

の
交
流
」
が
テ
ー
マ
だ
。空
き
店

舗
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
た

「
蔵
の
街
喜
多
方
株
式
会
社
」
に

感
謝
し
た
い
。こ
の
会
社
は
先

に
金
田
洋
品
店
も
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
復
活
さ
せ
た
。全

国
の
地
方
商
店
街
で
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
化
が
進
む
が
、
喜
多

方
で
は
新
た
な
芽
吹
き
が
起
き

始
め
て
い
る
。実
は
レ
ト
ロ
横

丁
商
店
街
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り

に
は
５
店
舗
ほ
ど
の
新
規
創
業

も
起
き
話
題
と
な
っ
て
い
る
。コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
創
業
挑
戦
の
波

が
喜
多
方
に
起
こ
り
始
め
た
。

　
第
19
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。猛

暑
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
が
今

年
も
８
万
人
以
上
の
人
出
と

な
っ
た
。他
県
か
ら
訪
れ
た
観

光
客
は
「
こ
れ
は
本
当
に
日
本

一
の
ス
ケ
ー
ル
だ
！
」
と
驚
か

れ
て
い
た
。８
０
０
メ
ー
ト
ル

強
の
商
店
街
に
、
七
夕
飾
り
を

は
じ
め
、
レ
ト
ロ
を
テ
ー
マ
と

し
た
40
数
企
画
が
展
開
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
他
で
体
験
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。関
わ
っ
た
若

者
た
ち
が「
や
れ
ば
出
来
る
」と

自
信
を
持
っ
た
ら
頼
も
し
い
。

喜
多
方
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
た
レ
ト
ロ
横
丁
、
実
は

人
材
育
成
の
場
へ
と
変
貌
し
て

い
る
。喜
多
方
は
実
に
愉
快
だ
。

　
レ
ト
ロ
横
丁
は
来
年
節
目
の

第
20
回
開
催
を
迎
え
る
と
と
も

に
、喜
多
方
市
合
併
20
周
年
、さ

ら
に
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
本
番
、秋

に
は
全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
と
大

型
事
業
が
目
白
押
し
だ
。ふ
る

さ
と
喜
多
方
の
活
気
を
よ
り
一

層
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
た
い
。

遠藤 忠一
喜多方市長

豪
雪
、暑
さ
を
乗
り
越
え
元
気
な
市
に

　
今
年
も
恒
例
の
総
会
・
懇
親

会
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。会
員
の

皆
さ
ま
、喜
多
方
市
、会
津
喜
多

方
商
工
会
議
所
は
じ
め
、ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
深
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
盆
の
帰
省
の
際
、レ
ト
ロ
横

丁
商
店
街
に
４
月
開
店
し
た

ラ
ー
メ
ン
店「La La Gottsuo

（
ラ
ラ
ゴッツ
ォ
）」を
訪
ね
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
シェフ

の
店
で
、太
麺
と
ス
ー
プ
が
評
判

で
す
。著
名
な
ラ
ー
メ
ン
店
は
ど
こ

も
行
列
で「
ラ
ー
メ
ン
の
聖
地
」は

進
化
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、こ
の
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、

有
名
に
な
る
き
っ
か
け
は「
蔵
」の

観
光
で
し
た
。そ
の「
蔵
の
ま
ち
」

を
全
国
に
知
ら
し
め
た
の
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の「
新
日
本
紀
行
　
蔵
ず
ま
い

の
町
」（
１
９
７
５
年
７
月
７
日
放

送
）で
す
。郡
山
放
送
局
の
駆
け

出
し
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
須
磨

章
さ
ん
が
、蔵
の
写
真
展
を
催
し

た
写
真
家
の
金
田
実
さ
ん
を
訪

ね
、心
酔
し
て
作
っ
た
番
組
で
す
。

喜
多
方
と
蔵
を
愛
し
続
け
た
須

磨
さ
ん
は
そ
の
後
、『
蔵
の
夢
』（
１

９
９
６
年
）『
日
本一の
蔵
め
ぐ
り
』

（
２
０
０
８
年
）と
２
冊
の
本
を
著

し
、２
０
１
２
年
に
は
赤
煉
瓦
の

宗
教
建
築
で
知
ら
れ
る
世
界
文

化
遺
産
の
町
、フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ビへ

の
研
修
旅
行
を
企
画
。「
喜
多
方

蔵
の
会
」の
上
野
利
八
会
長（
当

時
）ら
16
人
の
訪
問
団
で
、地
元

の「
旧
市
街
保
存
の
会
」と
も
交

流
し
ま
し
た
。ア
ル
ビ
も
人
口
約

５
万
の
小
都
市
。「
喜
多
方
も
世

界
遺
産
都
市
に
」と
い
う
夢
が

あって
の
旅
行
だった
と
いい
ま
す
。

　
そ
ん
な
喜
多
方
の
大
恩
人
が

４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
と

て
も
残
念
で
す
。喜
多
方
を
第

二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
愛
と
情
熱

を
注
い
だ
須
磨
さ
ん
で
し
た
。そ

の
遺
志
を
少
し
で
も
引
き
継
げ

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

冠木 雅夫
会津喜多方会会長

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」の
大
恩
人

佐藤 富次郎
会津喜多方
商工会議所会頭

喜
多
方
は 

お
も
し
ろ
い

☆
顧
　問

五
十
嵐 
清
人

遠
藤 

和
徳

小
山 

忠
男

齋
藤 

平
二

武
田 

惠
美
子

田

部

 

勉

武
蔵 

好
彦

渡

邊

 

衛

☆
相
談
役

冨
木 

み
ゑ

☆
会
　長

冠
木 

雅
夫

☆
副
会
長

石
嶋 

正
志

石
綿 

崇
志

山

田

 

勝

☆
幹
事
長

伊

関

 

宏

☆
幹
事
長
代
行

（
会
計
担
当
）

大
竹 

正
直

☆
副
幹
事
長

高
橋 

雅
子

永
木 

栄
子

南
出 

京
子

☆
監
　事

大
竹 

英
一

小
関 

哲
子

☆
幹
　事

秋
葉 

芙
美
子

秋
元 

美
智
子

会
津
喜
多
方
会
役
員
名
簿

（
令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
）

　
　
　（
敬
称
略
）

穴
澤 

ミ
ヨ
子

岩
田 

千
穂

内
山 

由
美
子

宇
津
木 

繁

大
川
原 

千
保

小
野
瀬 
順
治

北
村 
三
百
子

齊
藤 
三
郎

斎

藤

 
實

鈴
木 

幹
男

滝
沢 

雄
二

冨
田 

陽
子

夏
井 

淳
一

新
居
崎 

千
津
子

西
村 

久
子

満
田 

達
夫

矢
部 

セ
ツ
子

山
田 

春
美

渡

部

 

武

☆
地
元
幹
事

小
荒
井  

浩

大
場
　
悟

伊
藤
　
博
之

東
海
林
　
和
宏

渡
部 

洋
一

　
渡
　
直
樹

岩
田 

恒
典

五
十
嵐 

隆

甲
斐 

修
一

☆
地
元
事
務
局

佐
藤 

ま
ゆ
み

令和6年度（2024年）事業報告

令和7年度（2025年）事業計画

  　　
11
月
2
日（
土
）に
東
天
紅
上
野

店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。都

倉
浩
二
喜
多
方
産
業
部
長
、佐
藤

富
次
郎
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

会
頭
は
じ
め
、来
賓
25
名
、会
員
80

名
、地
元
祭
囃
子
盆
踊
り
保
存
会

10
名
や
関
係
者
を
含
め
計
１
１
８

名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

  　
９
月
23
日
、２
月
1
日
、６
月
１

日
、い
ず
れ
も
お
魚
総
本
家
新
宿
西

口
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。                          

【
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携
】

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け
て

●
福
島
県
人
会
新
年
会・秋
季
総
会

●
会
津
会
総
会・新
年
会

●
在
京
西
会
津
会
総
会

●
在
京
下
郷
町
総
会

●
在
京
き
た
し
お
ば
ら
会

●
首
都
圏
桜
壇
同
窓
会
総
会

●
会
津
赤
べ
こ
会
春・秋
総
会

●
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
主
催
の
首
都
圏
開
催
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

●
喜
多
方
夏
祭
り
に
協
賛
。８
月
15
日
太
鼓
台
競

演
集
合
会
場
に
応
援
訪
問

●
商
工
会
議
所
扱
い
の
地
酒
販
売
へ
の
協
力

●
し
だ
れ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
助（
２
万
円
）

●
市
に
雪
害
対
策
支
援
金（
５
万
円
）

（当会の会計年度は9月1日から翌年8月31日まで）

総
会
・
懇
親
会
の
開
催

幹
事
会
の
開
催

会津喜多方会会報No.17〈2〉会津喜多方会会報No.17〈3〉
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り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
１
月
に
は
度
重

な
る
寒
波
に
よ
り
記
録
的
な
豪

雪
と
な
り
、
昭
和
38
年
豪
雪
以

来
の
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受

け
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、市
で

は
、雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

除
雪
作
業
や
倒
壊
農
業
用
ハ
ウ

ス
へ
の
支
援
な
ど
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
記
録
的

な
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

市
の
夏
を
彩
る
第
19
回
喜
多
方

レ
ト
ロ
横
丁
は
じ
め
、
第
38
回

二
市
一
ケ
村
日
橋
川
「
川
の
祭

典
」、第
58
回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方

夏
ま
つ
り
は
、
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
な
迫
力
に
満
ち
た
力

強
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く

の
感
動
や
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
来
年
４
月
か
ら
は

福
島
県
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
も
多
く
の
観
光
客
の
皆
様

を
お
迎
え
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
さ
ま
が
遠
く
離
れ
た
地
に

い
て
も
、
い
つ
ま
で
も
喜
多
方

を
思
い
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
で
す
。ど
う
か
、今
後

も
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
津

喜
多
方
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
西
岸
良
平
の
漫
画
「
三
丁
目

の
夕
日
」に
あ
や
か
り
、
今
年
７

月
14
日
に
古
書
店
「
二
丁
目
の

夕
陽
」
が
レ
ト
ロ
横
丁
商
店
街

中
心
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
知

の
交
流
」
が
テ
ー
マ
だ
。空
き
店

舗
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
た

「
蔵
の
街
喜
多
方
株
式
会
社
」
に

感
謝
し
た
い
。こ
の
会
社
は
先

に
金
田
洋
品
店
も
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
復
活
さ
せ
た
。全

国
の
地
方
商
店
街
で
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
化
が
進
む
が
、
喜
多

方
で
は
新
た
な
芽
吹
き
が
起
き

始
め
て
い
る
。実
は
レ
ト
ロ
横

丁
商
店
街
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り

に
は
５
店
舗
ほ
ど
の
新
規
創
業

も
起
き
話
題
と
な
っ
て
い
る
。コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
創
業
挑
戦
の
波

が
喜
多
方
に
起
こ
り
始
め
た
。

　
第
19
回
喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。猛

暑
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
が
今

年
も
８
万
人
以
上
の
人
出
と

な
っ
た
。他
県
か
ら
訪
れ
た
観

光
客
は
「
こ
れ
は
本
当
に
日
本

一
の
ス
ケ
ー
ル
だ
！
」
と
驚
か

れ
て
い
た
。８
０
０
メ
ー
ト
ル

強
の
商
店
街
に
、
七
夕
飾
り
を

は
じ
め
、
レ
ト
ロ
を
テ
ー
マ
と

し
た
40
数
企
画
が
展
開
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
他
で
体
験
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。関
わ
っ
た
若

者
た
ち
が「
や
れ
ば
出
来
る
」と

自
信
を
持
っ
た
ら
頼
も
し
い
。

喜
多
方
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
た
レ
ト
ロ
横
丁
、
実
は

人
材
育
成
の
場
へ
と
変
貌
し
て

い
る
。喜
多
方
は
実
に
愉
快
だ
。

　
レ
ト
ロ
横
丁
は
来
年
節
目
の

第
20
回
開
催
を
迎
え
る
と
と
も

に
、喜
多
方
市
合
併
20
周
年
、さ

ら
に
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
本
番
、秋

に
は
全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
と
大

型
事
業
が
目
白
押
し
だ
。ふ
る

さ
と
喜
多
方
の
活
気
を
よ
り
一

層
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
た
い
。

遠藤 忠一
喜多方市長

豪
雪
、暑
さ
を
乗
り
越
え
元
気
な
市
に

　
今
年
も
恒
例
の
総
会
・
懇
親

会
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。会
員
の

皆
さ
ま
、喜
多
方
市
、会
津
喜
多

方
商
工
会
議
所
は
じ
め
、ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
深
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
盆
の
帰
省
の
際
、レ
ト
ロ
横

丁
商
店
街
に
４
月
開
店
し
た

ラ
ー
メ
ン
店「La La Gottsuo

（
ラ
ラ
ゴッツ
ォ
）」を
訪
ね
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
シェフ

の
店
で
、太
麺
と
ス
ー
プ
が
評
判

で
す
。著
名
な
ラ
ー
メ
ン
店
は
ど
こ

も
行
列
で「
ラ
ー
メ
ン
の
聖
地
」は

進
化
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、こ
の
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、

有
名
に
な
る
き
っ
か
け
は「
蔵
」の

観
光
で
し
た
。そ
の「
蔵
の
ま
ち
」

を
全
国
に
知
ら
し
め
た
の
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の「
新
日
本
紀
行
　
蔵
ず
ま
い

の
町
」（
１
９
７
５
年
７
月
７
日
放

送
）で
す
。郡
山
放
送
局
の
駆
け

出
し
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
須
磨

章
さ
ん
が
、蔵
の
写
真
展
を
催
し

た
写
真
家
の
金
田
実
さ
ん
を
訪

ね
、心
酔
し
て
作
っ
た
番
組
で
す
。

喜
多
方
と
蔵
を
愛
し
続
け
た
須

磨
さ
ん
は
そ
の
後
、『
蔵
の
夢
』（
１

９
９
６
年
）『
日
本一の
蔵
め
ぐ
り
』

（
２
０
０
８
年
）と
２
冊
の
本
を
著

し
、２
０
１
２
年
に
は
赤
煉
瓦
の

宗
教
建
築
で
知
ら
れ
る
世
界
文

化
遺
産
の
町
、フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ビへ

の
研
修
旅
行
を
企
画
。「
喜
多
方

蔵
の
会
」の
上
野
利
八
会
長（
当

時
）ら
16
人
の
訪
問
団
で
、地
元

の「
旧
市
街
保
存
の
会
」と
も
交

流
し
ま
し
た
。ア
ル
ビ
も
人
口
約

５
万
の
小
都
市
。「
喜
多
方
も
世

界
遺
産
都
市
に
」と
い
う
夢
が

あって
の
旅
行
だった
と
いい
ま
す
。

　
そ
ん
な
喜
多
方
の
大
恩
人
が

４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
と

て
も
残
念
で
す
。喜
多
方
を
第

二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
愛
と
情
熱

を
注
い
だ
須
磨
さ
ん
で
し
た
。そ

の
遺
志
を
少
し
で
も
引
き
継
げ

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

冠木 雅夫
会津喜多方会会長

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」の
大
恩
人

佐藤 富次郎
会津喜多方
商工会議所会頭

喜
多
方
は 

お
も
し
ろ
い

☆
顧
　問

五
十
嵐 

清
人

遠
藤 

和
徳

小
山 

忠
男

齋
藤 

平
二

武
田 

惠
美
子

田

部

 

勉

武
蔵 

好
彦

渡

邊

 

衛

☆
相
談
役

冨
木 

み
ゑ

☆
会
　長

冠
木 

雅
夫

☆
副
会
長

石
嶋 

正
志

石
綿 

崇
志

山

田

 

勝

☆
幹
事
長

伊

関

 

宏

☆
幹
事
長
代
行

（
会
計
担
当
）

大
竹 

正
直

☆
副
幹
事
長

高
橋 

雅
子

永
木 

栄
子

南
出 

京
子

☆
監
　事

大
竹 

英
一

小
関 

哲
子

☆
幹
　事

秋
葉 

芙
美
子

秋
元 

美
智
子

会
津
喜
多
方
会
役
員
名
簿

（
令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
）

　
　
　（
敬
称
略
）

穴
澤 

ミ
ヨ
子

岩
田 

千
穂

内
山 

由
美
子

宇
津
木 

繁

大
川
原 

千
保

小
野
瀬 

順
治

北
村 

三
百
子

齊
藤 

三
郎

斎

藤

 

實

鈴
木 

幹
男

滝
沢 

雄
二

冨
田 

陽
子

夏
井 

淳
一

新
居
崎 

千
津
子

西
村 

久
子

満
田 

達
夫

矢
部 

セ
ツ
子

山
田 

春
美

渡

部

 

武

☆
地
元
幹
事

小
荒
井  

浩

大
場
　
悟

伊
藤
　
博
之

東
海
林
　
和
宏

渡
部 

洋
一

　
渡
　
直
樹

岩
田 

恒
典

五
十
嵐 

隆

甲
斐 

修
一

☆
地
元
事
務
局

佐
藤 

ま
ゆ
み

令和6年度（2024年）事業報告

令和7年度（2025年）事業計画

  　　
11
月
2
日（
土
）に
東
天
紅
上
野

店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。都

倉
浩
二
喜
多
方
産
業
部
長
、佐
藤

富
次
郎
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

会
頭
は
じ
め
、来
賓
25
名
、会
員
80

名
、地
元
祭
囃
子
盆
踊
り
保
存
会

10
名
や
関
係
者
を
含
め
計
１
１
８

名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

  　
９
月
23
日
、２
月
1
日
、６
月
１

日
、い
ず
れ
も
お
魚
総
本
家
新
宿
西

口
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。                          

【
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携
】

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け
て

●
福
島
県
人
会
新
年
会・秋
季
総
会

●
会
津
会
総
会・新
年
会

●
在
京
西
会
津
会
総
会

●
在
京
下
郷
町
総
会

●
在
京
き
た
し
お
ば
ら
会

●
首
都
圏
桜
壇
同
窓
会
総
会

●
会
津
赤
べ
こ
会
春・秋
総
会

●
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
主
催
の
首
都
圏
開
催
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

●
喜
多
方
夏
祭
り
に
協
賛
。８
月
15
日
太
鼓
台
競

演
集
合
会
場
に
応
援
訪
問

●
商
工
会
議
所
扱
い
の
地
酒
販
売
へ
の
協
力

●
し
だ
れ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
助（
２
万
円
）

●
市
に
雪
害
対
策
支
援
金（
５
万
円
）

（当会の会計年度は9月1日から翌年8月31日まで）

総
会
・
懇
親
会
の
開
催

幹
事
会
の
開
催

会津喜多方会会報No.17〈2〉会津喜多方会会報No.17〈3〉
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令和6年度会津喜多方会総会ご出席の皆様 （順不同。敬称略）
ご来賓の方 （々肩書きは開催時のものです）

会員参加者（50音順・敬称略）

都 倉　 浩 二 喜多方市産業部長
佐 藤　 富 次 郎 会津喜多方商工会議所会頭
五 十 嵐　 敦 会津喜多方商工会議所副会頭
磯 部　 英 世 会津喜多方商工会議所副会頭
星 　 宏 一 会津喜多方商工会議所副会頭
佐 藤　 ま ゆ み 会津喜多方商工会議所専務理事
樟 山　 敬 一 喜多方観光物産協会会長
大 橋　 雅 人 福島県東京事務所次長
金 田　 充 世 福島県東京事務所企業誘致課主任主査
原 山　 伸 之 東京福島県人会理事長
奥 田　 重 彦 会津会幹事長
大 越　 康 弘 会津赤べこ会代表
佐々木　 恵 美子 会津赤べこ会事務局長

渡 部　 徹 夫 首都圏桜壇同窓会長
庄 司　 達 雄 喜多方桐桜高校同窓会関東支部幹事長
佐 原 　 勇 新宿区福島県人会会長
奥 山　 貞 三 新宿区福島県人会幹事長
新 田　 興 助 在京西会津会長
柄 本　 廣 央 山都町ふるさと会会長
廣 田 　 潔 会津坂下会会長
小 椋　 正 幸 在京きたしおばら会会長
大 和 田　 晶 夫 福島民報社東京支社長
中 原 　 明 喜多方応援大使 （株）麵食会長
太 田 　 稔 喜多方応援大使 元上野駅長
横 井　 千 香 子 喜多方応援大使

秋 元　 美 智 子
穴 澤　 ミ ヨ 子
阿 部　 征 男
荒 川　 洋
荒 川　 光 久
淡 路　 久 里
飯 田　 修
五 十 嵐　 隆
石 嶋　 正 志
石 綿　 崇 志
伊 関　 宏
伊 藤　 銀 次 郎
伊 藤　 冨 勝
伊 東　 光 晴

井 上　 正 光
岩 田　 千 穂
岩 田　 善 治
内 山　 由 美 子
遠 藤　 純 男
大 川 原 千 保
大 関　 宏
大 竹　 英 一
大 竹　 正 直
大 八 木　 和 彦
小 澤　 正 子
小 野 瀬　 順 治
小 山　 忠 男
甲 斐　 文 夫

風 間　 常 行
加 藤　 勝 利
金 森　 幸
冠 木　 哲 男
冠 木　 雅 夫
北 島　 喜 彦
北 村　 三 百 子
桑 形　 八 重 子
小 関　 哲 子
齋 藤　 義 光
坂 口　 英 雄
佐 瀬　 常 雄
佐 藤　 静 夫
佐 藤　 勉

佐 藤　 文 康
佐 藤　 美 代 子
嶋 崎　 貞 子
鈴 木　 幹 夫
高 島　 典 子
高 橋　 雅 子
滝 沢　 雄 二
武 田　 惠 美 子
田 部　 勉
千 葉　 光 男
　 田　 サ ト 子
寺 西　 陸 子
冨 木　 み ゑ
冨 田　 陽 子

永 木　 栄 子
梨 本　 佐 津 子
夏 井　 信 夫
生 井　 美 津 子
新居崎　千津子
西 村　 久 子
橋 本　 憲 治
橋 本　 ク メ 子
蓮 沼　 良 一
播 田　 良 美
古 川　 俊 也
星　 喜 代 治
星　 敬 治
堀 川　 壽 美

満 田　 達 夫
宮 澤　 嘉 延
宗 像　 健 次 郎
矢 部　 セ ツ 子
矢 部　 雄 一
山 田　 春 美
山 田 　 勝
渡 部　 和 夫
渡 部　 静 子
渡 辺 　 弥

会員欠席者（年会費払込者・50音順・敬称略）

秋 葉　 芙 美 子

五 十 嵐　 昭 平

石 山　 聰 子

猪 俣　 利 光

入 谷　 加 代 子

宇 津 木　 繫

遠 藤　 和 徳

大 角　 尚 子

大 竹　 英 貴

尾 之 上　 昭 子

北 見　 将 造

黒 澤　 孝 子

高 麗　 正 規

斎 藤　 三 郎

齋 藤　 昌 三

齋 藤　 實

佐久間　雄一郎

佐 々 木　 裕 恭

佐 藤　 雄 一

志 賀　 英 信

島 崎　 庸 子

白 須　 夏

菅 野　 睦 子

鈴 木　 則 子

須 藤　 孝 子

高 橋　　 子

棚 木　 正

千 葉　 瞬 一

長 嶺　 次 郎

二 瓶　 ヨ シ 子

秦　 秀 雄

坂 内　 豊 寿

平 田　 三 智 也

藤 原　 京 子

星　 誠

満 山　 明 子

南 出　 京 子

宮 内　 栄 喜

物 江　 斗 木 夫

矢 部　 健 三

山 崎　 隆 好

横 澤　 典 男

吉 田　 育 代

渡 邊　 衛

辻

辻



地酒、おみやげ品、みそ、醤油

〒966-0817　喜多方市三丁目4786
TEL（ 0 2 4 1 ）2 2 - 0 0 1 0
FAX（ 0 2 4 1 ）2 3 - 1 4 4 6

若 喜 商 店

会津喜多方会会報No.17〈4〉会津喜多方会会報No.17〈5〉

ハッピ姿で元気に「会津磐梯山庄助踊り」ハッピ姿で元気に「会津磐梯山庄助踊り」

受付風景受付風景

地元の物産を販売地元の物産を販売

懇親会司会岩田千穂さんと大竹英一さん懇親会司会岩田千穂さんと大竹英一さん

さあいよいよ開会さあいよいよ開会

豪華賞品の抽選会豪華賞品の抽選会

万歳三唱万歳三唱

祭囃子の始まりです祭囃子の始まりです お囃子は絶好調お囃子は絶好調

あらよいしょあらよいしょ 踊りの輪は二重に踊りの輪は二重に

＊写真撮影＝満田達夫さん、長嶋嘉久さん（喜多方市広報広聴係長）、動画撮影＝冨田陽子さん

　令和６年度の会津喜多方会の総会・懇親会が11月２日（土）に東京・上野の東天紅上野本店で盛大に開

かれました。会員、来賓など合わせて計118人が参加、会津喜多方祭囃子盆踊り保存会の演奏による「会

津磐梯山庄助おどり」は例年に増して盛り上がりました。地元からは遠藤忠一市長の代理として産業部長の

都倉浩二様、会津喜多方商工会議所会頭の佐藤富次郎様はじめ大勢の方にお出でいただきました。誠に

ありがとうございました。

　会長挨拶の中では、「喜多方の会津磐梯山は何故、庄助おどりと言うようになったか」という歴史の紹介と

ともに、「小原庄助さん」部分の独特の振付が保存会の方々に披露されました。（ウェブサイトの令和6年度動

画をご覧ください）

　懇親会では来賓の喜多方応援大使（元上野駅長）の太田稔さんが、レトロ横丁などイベントの発端となった

ＪＲ東日本の会津デスティネーションキャンペーン（2005年）以来の喜多方との縁を紹介してくれました。最

後は懐かしい太鼓台のお囃子の演奏。続いての会津磐梯山では、参加者、来賓のほとんどが踊りの輪に

加わり、例年通り会場の外周だけでなく内側にも踊りの輪ができました。

令和6年11月2日総会・懇親会の模様です



単位：円

収　入　の　部 備　　　　　　　考
前 期 繰 越 金 527,225

年 会 費 240,000 支払予定者
120名×@2,000円=240,000円

総会・懇親会会費 900,000 会員参加予定者
90名×@10,000円=900,000円

祝儀・賛助金等 200,000
来賓・懇親会費 250,000 来賓予定者 25名
広 告 協 賛 金 270,000 喜多方市役所・会津喜多方商工会議所 他
当年度収入合計 2,387,225

支　出　の　部 備　　　　　　　考

総会・懇親会会費 1,230,000
懇親会経費 1,000,000円
酒類代 50,000円　お土産代 50,000円
イベント経費 130,000円

会 報 発 行 費 280,000 会報（17号）製作費（600部） 220,000円
会報発送手数料 60,000円

謝 礼・賛 助 金 130,000
喜多方夏祭り 30,000円　福島県人会 30,000円
広告掲載 10,000円　会津会・西会津会 30,000円
Webサイト 30,000円

印 刷 費 60,000 総会案内状・ハガキ・シール印刷 50,000円
その他 10,000円

通 信 運 搬 費 50,000
総会案内ハガキ代 40,000円
広告主様宛送付代 5,000円
その他 5,000円

事 務 所 費 30,000 事務局経費
事 務 用 品 費 30,000 インクトナー・用紙代 30,000円
旅 費 交 通 費
会 議 費 20,000 総会打合せ 20,000円
郵便振替手数料 20,000 年会費振替手数料他 20,000円
そ の 他 10,000 慶弔費等
当年度支出合計 1,860,000
予 備 費 527,225
合 　 　 計 2,387,225

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
現 金 31,801 余 剰 金 527,225
郵 便 振 替 預 金
通 常 郵 便 預 金 495,424
定 額 郵 便 預 金
定 期 預 金
合 計 527,225 合 計 527,225

単位：円
収　入　の　部 支　出　の　部

年 会 費 234,000 総会・懇親会経費 1,124,801
総会・懇親会費 720,000 会 報 発 行 費 245,413
祝 儀 ・ 寄 付 金 309,000 謝 礼・協 賛 金 155,400
来賓・懇親会費 229,000 印 刷 費 77,489
広 告 料 250,000 通 信 運 搬 費 38,975
受 取 利 息 309 事 務 所 費 30,000

事 務 用 品 費 13,150
旅 費 交 通 費

前 期 繰 越 金 488,006 会 議 費
郵便振替・支払手数料 17,862
そ の 他
支 出 計 1,703,090
次 期 繰 越 金 527,225

合 計 2,230,315 合 計 2,230,315

ご芳名（敬称略） 所　　　属　　　名 金額（単位：円）
新　田　興　助 在 京 西 会 津 会 会 長 10,000
渡　部　徹　夫 首 都 圏 桜 壇 同 窓 会 長 10,000
廣　田　　　潔 会 津 坂 下 会 会 長 10,000
小　椋　正　幸 在京きたしおばら会会長 10,000
伊　東　光　晴 （株）大東出版梱包代表取締役会長 30,000
中　原　　　明 喜多方応援大使（株）麵食会長 30,000
冠　木　雅　夫 会 津 喜 多 方 会 会 長 20,000
石　綿　崇　志 会 津 喜 多 方 会 副 会 長 10,000
伊　関　　　宏 会 津 喜 多 方 会 幹 事 長 20,000
渡　邊　　　衛 会 津 喜 多 方 会 顧 問 8,000
冨　木　み　ゑ 会 津 喜 多 方 会 相 談 役 10,000
高　橋　健　二 会 津 喜 多 方 会 会 員 50,000
山　田　晴　美 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大川原　千　保 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
齋　藤　　　實 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
高　麗　正　規 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
冨　田　陽　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 5,000
秦　　　秀　雄 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
内　田　茂　安 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
小　澤　正　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
生　井　美津子 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
橋　本　憲　治 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
蓮　沼　良　一 会 津 喜 多 方 会 会 員 1,000
秋　葉　芙美子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
尾之上　昭　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
志　賀　　　貢 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
宇津木　　　繫 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000

合計　309,000

第49期予算案 （令和7年9月1日～令和6年8月31日）１　貸借対照表 （令和7年8月31日 現在）

２　収支計算表 （自 令和6年9月1日～至 令和7年8月31日）

会津・喜多方ラーメン
ば  ん     な  い

坂内食堂
（朝 7時より）

福島県喜多方市御清水7230　☎0241-22-0351



単位：円

収　入　の　部 備　　　　　　　考
前 期 繰 越 金 527,225

年 会 費 240,000 支払予定者
120名×@2,000円=240,000円

総会・懇親会会費 900,000 会員参加予定者
90名×@10,000円=900,000円

祝儀・賛助金等 200,000
来賓・懇親会費 250,000 来賓予定者 25名
広 告 協 賛 金 270,000 喜多方市役所・会津喜多方商工会議所 他
当年度収入合計 2,387,225
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総会・懇親会会費 1,230,000
懇親会経費 1,000,000円
酒類代 50,000円　お土産代 50,000円
イベント経費 130,000円

会 報 発 行 費 280,000 会報（17号）製作費（600部） 220,000円
会報発送手数料 60,000円
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郵便振替手数料 20,000 年会費振替手数料他 20,000円
そ の 他 10,000 慶弔費等
当年度支出合計 1,860,000
予 備 費 527,225
合 　 　 計 2,387,225

単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
現 金 31,801 余 剰 金 527,225
郵 便 振 替 預 金
通 常 郵 便 預 金 495,424
定 額 郵 便 預 金
定 期 預 金
合 計 527,225 合 計 527,225

単位：円
収　入　の　部 支　出　の　部

年 会 費 234,000 総会・懇親会経費 1,124,801
総会・懇親会費 720,000 会 報 発 行 費 245,413
祝 儀 ・ 寄 付 金 309,000 謝 礼・協 賛 金 155,400
来賓・懇親会費 229,000 印 刷 費 77,489
広 告 料 250,000 通 信 運 搬 費 38,975
受 取 利 息 309 事 務 所 費 30,000

事 務 用 品 費 13,150
旅 費 交 通 費

前 期 繰 越 金 488,006 会 議 費
郵便振替・支払手数料 17,862
そ の 他
支 出 計 1,703,090
次 期 繰 越 金 527,225

合 計 2,230,315 合 計 2,230,315

ご芳名（敬称略） 所　　　属　　　名 金額（単位：円）
新　田　興　助 在 京 西 会 津 会 会 長 10,000
渡　部　徹　夫 首 都 圏 桜 壇 同 窓 会 長 10,000
廣　田　　　潔 会 津 坂 下 会 会 長 10,000
小　椋　正　幸 在京きたしおばら会会長 10,000
伊　東　光　晴 （株）大東出版梱包代表取締役会長 30,000
中　原　　　明 喜多方応援大使（株）麵食会長 30,000
冠　木　雅　夫 会 津 喜 多 方 会 会 長 20,000
石　綿　崇　志 会 津 喜 多 方 会 副 会 長 10,000
伊　関　　　宏 会 津 喜 多 方 会 幹 事 長 20,000
渡　邊　　　衛 会 津 喜 多 方 会 顧 問 8,000
冨　木　み　ゑ 会 津 喜 多 方 会 相 談 役 10,000
高　橋　健　二 会 津 喜 多 方 会 会 員 50,000
山　田　晴　美 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
大川原　千　保 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
齋　藤　　　實 会 津 喜 多 方 会 会 員 10,000
高　麗　正　規 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000
冨　田　陽　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 5,000
秦　　　秀　雄 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
内　田　茂　安 会 津 喜 多 方 会 会 員 3,000
小　澤　正　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
生　井　美津子 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
橋　本　憲　治 会 津 喜 多 方 会 会 員 2,000
蓮　沼　良　一 会 津 喜 多 方 会 会 員 1,000
秋　葉　芙美子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
尾之上　昭　子 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
志　賀　　　貢 会 津 喜 多 方 会 会 員 9,000
宇津木　　　繫 会 津 喜 多 方 会 会 員 8,000

合計　309,000

第49期予算案 （令和7年9月1日～令和6年8月31日）１　貸借対照表 （令和7年8月31日 現在）

２　収支計算表 （自 令和6年9月1日～至 令和7年8月31日）

会津・喜多方ラーメン
ば  ん     な  い

坂内食堂
（朝 7時より）

福島県喜多方市御清水7230　☎0241-22-0351



夢心酒造株式会社
福島県喜多方市字北町2932

街の中心に位置し、観光やビジネスに最適です

　福島県喜多方市字2丁目4664番地
TEL：0241-22-0011（代）　FAX：0241-22-0116

https://kitakatagreenhotel.com

グリーンホテル

令和7年全国新酒鑑評会金賞受賞

会津

吉の川酒造店
喜多方市字一丁目4635 Tel. 0241-22-0059

代表取締役　蓮沼　超男
〒966-0802　福島県喜多方市押切南二丁目16番地
　TEL（0241）22-1125（代表）
　FAX（0241）25-7746

福島県喜多方市字江中子4184-4
TEL 0241-21-9669  FAX 0241-21-9662

おぐに薬局

〒140-0011　東京都品川区東大井2-13-8　ケイヒン東大井ビル10F

文 具 ・ 事 務 機 の 総 合 商 社
アスクル代理店 ふるさとの皆様お申込み下さい

〒966-0817 喜多方市字3丁目4791
TEL. 0241-22-0362  FAX. 0241-24-4768

風間 義之

レトロ横丁商店街 レトロ横丁商店街

マーケット通り東口（2丁目4650）
電話 080-8219-1790

http://www.spa-yamagataya.com/
TEL 0241-36-2288 FAX 0241-36-2290
〒966-0101 福島県喜多方市熱塩加納町  e-mail/info@spa-yamagataya.com

TEL.0241-22-0268
FAX.0241-22-0268

会津喜多方会会報No.17〈8〉会津喜多方会会報No.17〈9〉
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市の昆虫「ホタル」

市の鳥「セキレイ」

夢と希望の持てる
ふるさと喜多方

喜多方市
KITAKATA CITY

会津喜多方商工会議所
共創と挑戦で持続可能な未来を拓く

副 会 頭　星　　宏一
専務理事　佐藤まゆみ

副 会 頭　五十嵐　敦
副 会 頭　磯部　英世

〒966-0827　喜多方市字沢ノ免7331
TEL. 0241-24-3131（代）FAX. 0241-25-7171
URL  http://www.aizukitakatacci.or.jp
E-mail  info@aizukitakatacci.or.jp

　当会のホームページでは、会報の創刊号以来のバックナンバー、
喜多方ラーメンの歴史のほか最近の話題などを掲載しています。

是非、お手元のスマホやタブレット等で
左のQRコードを読み取ってください。

会津喜多方会 検 索
https://www.aizukitakatakai.org/

会津喜多方会のホームページ

会頭　佐藤富　郎




